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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　2020年６月29日に提出いたしました第12期（自　2019年４月１日　至　2020年３月31日）有価証券報告書の記載事項

の一部に訂正すべき事項がありましたので、これらを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであり

ます。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況

１　経営方針、経営環境及び対処すべき課題等

３　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(2）経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

②　当連結会計年度の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

ハ　経営方針・経営戦略、経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

　　（訂正前）

＜前略＞

（２）経営環境

　我々が取り組んでいる事業領域の市場環境について、デジタルマーケティングサービス市場規模は、2018年の

49,700百万円から2024年には133,000百万円にまで拡大する予測となっております（注１）。

　当社グループの売上高も前年比（注２）26％増で成長しており、当社の顧客となる企業のデジタルマーケティン

グへの取り組みは引き続き良好と捉えております。

（注１）出典：矢野経済研究所「ＤＭＰ／ＭＡサービス市場に関する調査（2019年）」

（注２）前期は８か月の変則決算であったため、2018年４月から2019年３月までの連結換算数値と比較。

 

　　（訂正後）

＜前略＞

（２）経営環境

　我々が取り組んでいる事業領域の市場環境について、デジタルマーケティングサービス市場規模は、2018年の

49,700百万円から2024年には133,000百万円にまで拡大する予測となっております（注）。

　当社グループの売上高も堅調に推移しており、当社の顧客となる企業のデジタルマーケティングへの取り組みは

引き続き良好と捉えております。

（注）出典：矢野経済研究所「ＤＭＰ／ＭＡサービス市場に関する調査（2019年）」

 

３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（２）経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

②　当連結会計年度の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

　ハ　経営方針・経営戦略、経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

　　（訂正前）

＜前略＞

　当連結会計年度の売上高は53億円で計画比97％となりましたが、新型コロナウイルスの影響で一部案件の４

月以降へのずれ込みや年度末プロモーションのキャンセルが発生し、2.6億円程度の見込売上高が減少、計画

をわずかに下回りました。

　粗利率は27.6％、営業利益は114百万円で計画比46％となりました。営業利益未達の主因は、新型コロナウ

イルスによる一部案件の見送り等の影響71百万円程度、コスト構造改革の遅れによる影響が65百万円程度と分

析しております。なお、新型コロナウイルスの影響がなかった場合の推定営業利益は185百万円程度（実績営

業利益＋新型コロナウイルスによる一部案件の見送り等の影響）で、この場合の計画に対しての営業利益未達

は65百万円程度、営業利益率ベースでは1.2pt相当と捉えております。

 

　　（訂正後）

＜前略＞

　当連結会計年度の売上高は53億円となりましたが、新型コロナウイルスの影響で一部案件の４月以降へのず

れ込みや年度末プロモーションのキャンセルが発生し、計画をわずかに下回りました。

　粗利率は27.6％、営業利益は114百万円で計画を下回りました。営業利益未達の主因は、新型コロナウイル

スによる一部案件の見送り等の影響、コスト構造改革の遅れによる影響と分析しております。
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